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山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクト 

「内閣府地方創生推進事務局長賞」の受賞について 

 

山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長ＣＥＯ 椋梨 敬介）および子会社である山口銀行

（頭取 曽我 德將）、ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング（代表取締役社長 藏重 嘉伸）は、当社グル

ープのパーパス（地域の豊かな未来を共創する）に基づく取り組みの一環として、山陽小野田市に

て産官学金が連携して推進する「まちづくりプロジェクト」（以下、「山陽小野田市ＬＡＢＶプロ

ジェクト」と言う。）の主体的関与及び支援を実施しています。 

ＬＡＢＶとは自治体が所有する土地の現物出資と民間事業者等による資金出資をあわせて組成す

る共同事業体が事業実施を行う新たな官民連携手法のひとつです。このたび、内閣府地方創生ＳＤ

Ｇｓ官民連携プラットフォームが主催する「２０２２年度 地方創生ＳＤＧｓの達成に向けた官民連

携取り組み事例」において、山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクト（実施主体：山陽小野田ＬＡＢＶ

プロジェクト合同会社）が最上位の賞である「内閣府地方創生推進事務局長賞」を受賞しましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．「内閣府地方創生推進事務局長賞」の受賞について 

 「地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム」は、ＳＤＧｓの国内実施を促進し、より一層の

地方創生につなげることを目的に、広範なステークホルダーとのパートナーシップを深める官民連

携の場として、内閣府が設置したものです。 

 ２０２２年度の「地方創生ＳＤＧｓ官民連携取り組み事例」の募集では、全７７件（プラットフ

ォーム会員間連携部門２３件、一般部門５４件）の応募があり、プラットフォーム会員間連携部門

から３取り組み・一般部門から３取り組みが優良事例として選出され、その中でも特に地域の模範

となる先進的な取り組みとして山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトが「内閣府地方創生推進事務局

長賞」として選定されました。 

 

２．山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトの取り組み経緯 

 山陽小野田市が所有する商工センターは老朽化が進み再整備等を検討するにあたり、２０１９年

度に国土交通省「先導的官民連携支援事業（事業手法）」の採択を受け、ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラ

ニングが可能性調査を実施し、国内に事例のない新たな官民連携手法であるＬＡＢＶにより、商工

センターの再整備及び周辺の複数事業候補地における連鎖的事業の可能性について、定性・定量の

両面から事業実現の可能性があると結論付けました。 
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 その後、山陽小野田市のアドバイザーとしてＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニングが支援を継続し、２

０２０年度に民間事業者の意見等を踏まえた事業構想を公表、２０２１年度に事業パートナーの公

募を実施し、２０２２年度に特定された事業パートナー（全６社から構成されるコンソーシアム）

とプロジェクト関係者とが共同開発協定書を締結、共同事業体（山陽小野田ＬＡＢＶプロジェクト

合同会社）を設立しました。２０２４年４月の商工センターの跡地における新たな官民複合施設（以

下、「リーディング施設①」と言う。）の供用開始を目指してプロジェクトが進捗しています。 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
国⼟交通省の補助を
活用した調査業務

リーディング
施設①の設計・整備

リーディング
施設①供用開始

内閣府の補助を活用した
事業者公募等に係る支援業務

⼭⼝銀⾏による
融資実⾏を検討中

YMZOPによる
コンサルティング支援

YMZOPによる
コンサルティング支援

2022年8月 LABV共同事業体設⽴会⾒2020年7月 LABV事業化ステージ移⾏

⼭⼝銀⾏と
YMZOPが

共同検討開始

 
図 1 ＹＭＦＧによる山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトへの関与・支援内容 

３．山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトの概要 

 山陽小野田市ＬＡＢＶプロジェクトは、地元の産官学金及び公募型プロポーザルで選定された事

業パートナーがリーディング施設①及び山口銀行小野田支店跡地利活用（以下、「リーディング施

設②」と言う。）を含むその半径１㎞エリアの事業候補地を連鎖的に開発することにより、居住・

交流人口の増加や活気を生み出すことを目指すまちづくりプロジェクトです。 

山陽小野田LABV
プロジェクト合同会社
（共同事業体）

土地・建物所有

 
図 2 事業スキーム 

 

事業対象地の主な機能 

(1)リーディング施設① 
公園通り出張所、中央福祉センター、市⺠活動センター、 
地域職業相談室、交流広場、小野田商工会議所、会議室、 
⼭⼝東京理科⼤学学⽣寮、⼭⼝銀⾏小野田支店、⺠間テナント 

(2)リーディング施設② 
リーディングプロジェクトに付随する連携施設としての活用を優

先的に検討する 

(3)高砂用地（連鎖的事業候補地） 

(4)中央福祉センター（連鎖的事業候補地） 
事業パートナーからの提案を踏まえて検討する 

図 3 事業対象地の主な機能及び事業候補地 
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⺠間テナント

山⼝東京理科⼤学学⽣寮

小野田商工会議所

公園通り出張所
中央福祉センター

市⺠活動センター

地域職業相談所

交流広場

山⼝銀⾏小野田⽀店
会議室

 
図 4 リーディング施設①イメージパース 

４．山口フィナンシャルグループのサスティナビリティへの取り組み 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサス

テナビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテ

リアリティ」を特定しております。本件は、１２のマテリアリティの中で「②地域におけるイノベ

ーション創出、地域産業の成長サポート」の実現に資する取り組みです。 
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【本件に関する問い合わせ先】 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

網田 （０８３）２２３－４２０２ 


